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この恵子注ん 、搬はよく 、感

役も鋭く 、それになかなか皮

肉でもある。

あ
繍泣刀だったなaぼくは

紡斜をみな知ってるんだか

ら」と、父
親Yぷロ筏させで だ。つくったものにおのずかい息子さんを

お持ちで、お誕

らζもっていなくちゃ」と雷レみですな。

ぅ。これが忠子の主張する
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に共通しているのは、田中角栄

の影響nh支嬰」れたw危険な

内閣4とレての中曽摂政権批判

政
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では、中曽根政権の
本質は何

か。今月の
輸岨各障は1政治学

者や政
治記者を動開削して様次に

捕らせている。内問健一一一・商品

出ていたといい布中館棋は行財

過敏・岩見限夫「前政治を白川る

政改議 、
国際的信用の回復、数

百」（エコノミスト・一月十八

治倫理の確立とい
う当面の三つ

田君、
石川護で
岩見降長・

の政抽出課題の『乏つ、あえて前二

回申豊蔵「中曽根政権の成立だといっ丈よい。

者のみを重視し、組閣に際して

と政局」〈現代の理論・一月こうしたなかで、右のようなは問中派を予想を上回って優遇

5、内田健三・松下策之「野一般的な見方とまったく対照的Kんのだが、それは「一一一十五年

援護治決艇にき挑む」な評価を加えてい雰祭器開、総理・繁
選議づて合

（朝日ジャよJルニ月ト四回太郎の
中館横議論
議を以てた聞とが「考えに考え媛いた」

号〉などであ司令一錦、勺の襲
安抑制す
毒機人事選色
結果であリ、「これほどレたた

中曽根内閣成立後のわが国の

内政・外突のテンポは、急にあ

わただレくなっで芝。中曽根

首相の扮艇による日韓関係の強

化にたいレては、
ν事諸問も

議鮮もほぼ同一の批判舟おこ

なっており、今回の紡飛による

日米関製関係の強化にたいして

も、従来と遣って 、ソ速や中簡

がほぼ同一線上？成判するにち

がいない。この点にこそ、中ソ

和解の今
日的意味があるのだと

いえ42いずれにせよ、中曽

根政権の体質にかんしては、今

陵、中ソ双方は同じ
広場守h批

判争展開しそうな雲行きであ
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〈ド一フ患ナ）

〈諸君／）である。
屋両は、今回、自民党の総裁

選びで
中曽根に寮が集まったの

は、 ．「事もが納得する年功序列

学入事の基本とする」日本社会

の伝統内議うくもので、その点

では・叩錨根が他の
候補に桜台ん
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